
センターの設置の趣旨

平成１８年４月から「農業・食品産業技術総合研究機構」として発足するに当たり、こ

れまで各研究所・センターがそれぞれ実施してきた食品の生体調節機能に関する研究
を分野横断的に実施する「食品機能性研究センター」をバーチャルな研究組織として設
置することとする。

食品機能性研究センターにおいては、食品の生体調節機能に関する研究について、
育種から栽培、収穫、流通、加工に至るまでの一連の流れを俯瞰し、分野横断的な連
携体制を構築し、研究方向の調整や重点化を図るとともに、各研究所間で得意とする技
術の提供とその相互利用を進め、研究成果の速やかな実用化を目指す。

食品機能性研究センター長 津志田藤二郎 TEL： ０２９－８３８－８０１１

組織と活動概要

技術会議事務局予算による委託研究「新食品総合プロジェクト」の実施

新食品総合プロジェクト

参画チーム等：健康機能性研究チーム、野菜・茶機能性研究チーム、畜産物
機能研究チーム、機能性利用研究チーム、寒冷地特産作物研究チーム、
特産作物機能性グループ、食品機能性研究領域

食品機能性研究センター
Food Functionality Research Center
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食品機能性研究コア
研究チーム・ユニット

○新規食品機能性評価法の開発、 ○ヒト試験の実施及びヒト試験代替法の開発

○ニュ－トリゲノミクス等バイオチップ利用、 ○作物の機能性の解明及び高機能作物の開発

○健康な食生活実現のための成果の活用、 ○安全性と信頼の確保に向けた研究

エビデンスベースド機能性食品及びテーラーメード食品の開発

高機能農作物の開発と栽培生産、流通・加工技術の開発

地域農産物の機能性評価による地域特産物の付加価値向上と消費拡大への貢献

機能性評価支援室 ヒト試験支援室

有効性の総合評価、予備的ヒト試験、

医学との連携・共同研究

国際対応班

国際基準、ILSI、Codex、国際会議

食品機能性専門委員会

成果広報、食育推進、機能性研究方向

食品機能性研究センター

食品機能性評価支援センター
機能性評価技術指導

民間企業及び公立研究機関での機能性評価の充実
機能性を活かした多様な地域食品開発を加速

総合食料局予算による食品機能性評価支援事業の推進（平成18年～20年）

H18～H20
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